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2022年度上半期 会務報告 

 

社会言語科学会 2022 年度第 1 回（通算第 113 回）理事会議事録 

 

日時：2022 年 7 月 3 日（日）13:30～18:40 

開催方法：Zoom 

出席者： 

理事 片桐恭弘，小西いずみ，井出里咲子，岩田一成，植野貴志子，宇佐美まゆみ， 

片岡邦好，金 庚芬，高梨克也，中井陽子，秦かおり，サウクエン・ファン，三宅和子， 

栁田直美 

監事 熊谷智子，多々良直弘 

委任状提出者：朝日祥之，三宅和子（途中退室），岩田一成（途中退室），片岡邦好（途中退室） 

事務局委員：中西太郎，長谷川明香 

 

【報告】 

各委員会からの報告 

 

〇事務局委員会      

1. 会勢報告について 

1) 2022 年 6 月 20 日現在での会勢が報告された． 

2. 会費納入状況について 

1) 2022 年 6 月 20 日現在での会費納入状況が報告された． 

3. COVID-19 の影響による学生会費免除について 

1) 申請状況および承認状況が報告された． 

4. 日本学術振興会賞・育志賞について 

1) 推薦の条件に照らし，今回は該当者がいなかったことが報告された． 

 

○研究大会委員会      

1. 第 46 回研究大会について 

1) 参加者数の内訳が，これまでの研究大会における参加者数の推移とあわせて報告された．  

2) 懇親会参加者数の内訳が報告された． 

3) 補助等利用の実績なしとの報告があった． 

4) 収支の詳細が報告された． 

2. 第 47 回研究大会について 

1) 開催概要（日程，会場，招待講演，招待発表）について報告があった． 

2) 準備日程が示された． 
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3) 現地開催およびオンライン開催の見積もりが示された． 

4) 開催方法が決定するまでは，現地開催・オンライン開催両方の可能性があることを広報す

ることが確認された． 

3. 第 48 回以降の研究大会について 

1) 第 48 回研究大会の会場校および実行委員長が報告された． 

2) 第 49 回以降の研究大会については未定であることが報告された． 

4. 新委員について 

1) 交代で 4 月より新委員 5 名が加わったことが報告された． 

 

○学会誌編集委員会 

1. 学会誌編集状況について 

1) 第 25 巻第 1 号，第 25 巻第 2 号，第 26 巻第 1 号の編纂状況が報告された． 

2) 2022 年 6 月 20 日現在の査読状況が報告された． 

2. 投稿件数について 

1) 2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日，2022 年 4 月 1 日～2022 年 6 月 20 日，それぞれの期間

の投稿件数が報告された． 

3. 第 27 巻第 1号特集号について 

1) 第 27 巻第 1 号特集号のテーマやエディター，広報の日程が確認された． 

4. 新査読システムの開始について 

1) 運用状況について報告があった． 

5. 寄稿依頼の手順について 

1) 研究大会特別講演者に対して講演および学会誌寄稿を依頼する際の流れが報告された． 

6. 次回の学会誌編集委員会について 

1) 開催予定の報告があった． 

 

○企画委員会 

1. 第 46 回研究大会時の JASS カフェについて 

1) 参加者数（総数）等の実施報告がなされた． 

2. 第 4 回社会言語科学会シンポジウムおよびスチューデント・ワークショップ（2022 年 9 月）

の進捗状況について 

1) 進捗状況（スチューデント・ワークショップの応募数・採択数含む）が報告された． 

3. 今後の予定について 

1) 今後準備・議論すべき項目が報告された． 

 

○事業委員会 

1. 2022 年度講習会について 

1) 現在委員会内で議論中の講習会案が報告された．  

2) 講習会の詳細案が委員会内で定まったら理事会メールで 終審議することが確認された． 
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○広報委員会 

1. 学会公式 SNS の実施状況について 

1) 活用状況が報告された．  

2. 出店・広告募集について 

1) 募集方法について報告があった． 

2) 複数版元合同での出稿に対する冊子の発送方法について報告があった． 

3. 言語系学会連合運営委員会議事録の公開について 

1) 今後公開される議事録について報告があった． 

 

○研究大会発表賞選考委員会 

1. 第 46 回研究大会にて実施された研究大会発表賞（第 21 回）授賞式について 

1) 賞状準備および授賞式概要が報告された． 

2. 第 46 回研究大会にて実施された研究大会発表賞受賞者の決定について 

1) 第 46 回研究大会を対象とした研究大会発表賞（第 22 回）受賞者が報告された． 

3. 研究大会発表賞の選考に関わる問題について 

1) 問題点およびそれに対する対応についての報告があった． 

4. 幹事への謝金支払いについて 

1) 幹事への謝金支払いを実施した旨報告があった． 

5. 新しい審査フォームに対する評価について 

1) 次回研究大会後に実施する予定であることが報告された． 

 

【議案】 

1.理事・監事選挙結果および次期理事・監事候補の推薦について 

1) 今回より会員からの推薦はウェブシステムを用い，また，会則で重任が禁じられている現 2

期目の理事・監事の氏名をそれぞれの被推薦者名簿から予め外して行われたことが報告さ

れた。 

2) 推薦投票数が以下の通り報告された． 

理事の推薦投票数（一人あたりの投票数 3）： 

合計 285（投票人数 95），内白票 8 

監事の推薦投票数（一人あたりの投票数 1）： 

合計 95（＝投票人数），白票なし 

3) 理事の改選人数は 7 名であることが確認され，候補が決定された． 

4) 監事の改選人数は 1 名であることが確認され，依頼が決定された． 

 

2.徳川宗賢賞選考規程の改訂について 

1) 第 5 項「選考の基準と方法」および第 6 項「表彰」の改訂案が提出され，承認された． 
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3.2021 年度決算報告 

1) 決算報告案が提示された． 

2) 必要な修正を加えたうえで，理事会メールで 終審議することが確認された． 

 

4.2022 年度予算案について 

1) 予算案が提示された． 

2) 必要な修正を加えたうえで，理事会メールで 終審議することが確認された． 

 

5.学会ウェブサイトの全面リニューアルについて 

1) 現在の学会ウェブサイトの問題点が指摘され，リニューアルすることが決定された． 

 

6.学会誌第 24 巻第 1 号在庫不足への対応について 

1) 在庫不足となる懸念と経緯が説明され，増刷することが了承された．  

 

7.COVID-19 の影響による学生会費免除について 

1) 以下の提案がなされ，承認された． 

(1) 社会活動の制限がほぼなくなりつつあることに鑑み，今年度は行なわない． 

(2) ただし，今後再び感染が拡大するなどして社会活動が大きく制限されれば，検討す

る． 

 

8.第 4 回社会言語科学会シンポジウム（2022 年 9 月）の開催形式について 

1) 第 4 回社会言語科学会シンポジウムの開催方法について具体案が提案され，承認された． 

 

9.第 4 回社会言語科学会シンポジウムの手話通訳・託児補助，および，その他の経費について 

1)第 3 回社会言語科学会シンポジウムと同様の手話通訳・託児補助を設けることが提案され，

承認された． 

2) 言語系学会連合共催制度により支給される補助金を利用して機器等準備することがあわせ

て報告された． 

 

10.言語系学会連合意見交換会への参加について 

1) 意見交換会の日程および参加申込方法が報告された． 

2) 意見交換会への出席者（広報委員長）が確認された． 

3) 意見交換会での議題に，本学会としては「学会誌のオンライン化に対する各学会の対応

（意見交換）」を提案することが確認された．  

 

11.学会誌掲載論文のツイートについて 

1) 学会公式 Twitter の活用方法として，掲載論文のツイートが提案され，承認された．  
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社会言語科学会 2022 年度第 2 回（通算第 114 回）理事会議事録 

 

日時：2022 年 9 月 2 日（金）14:30～17:30 

開催方法：Zoom 

出席者： 

理事 片桐恭弘，朝日祥之，井出里咲子，岩田一成，植野貴志子，宇佐美まゆみ，片岡邦好，

高梨克也，中井陽子，秦かおり，サウクエン・ファン，三宅和子，栁田直美 

監事 多々良直弘 

委任状提出者：小西いずみ，金 庚芬 

事務局委員：中西太郎，長谷川明香 

 

【報告】 

各委員会からの報告 

 

〇徳川宗賢賞選考委員会 

1. 第 22 回（2022 年度）徳川宗賢賞受賞論文の選考について 

1) 2022 年度（第 22 回）徳川宗賢賞選考の選考対象論文の詳細が報告された． 

2. 今後の委員会開催予定について 

1) 今後の委員会開催日程が報告された． 

 

〇事務局委員会 

1. 会勢報告について 

1) 2022 年 8 月 17 日現在での会勢が報告された． 

2. 会費納入状況について 

1) 2022 年 8 月 17 日現在での会費納入状況が報告された． 

3. 決算報告・予算案の修正について 

1) 決算報告，予算案の修正案について，メール審議で承認されたことが報告された． 

 

○研究大会委員会 

1. 社会言語科学会第 47 回研究大会について 

1) 社会言語科学会第 47 回研究大会の開催までのスケジュールが報告された． 

2) 第 48 回・第 49 回研究大会の準備状況について報告があった． 

 

○学会誌編集委員会 

1. 学会誌編集状況について 

1) 第 25 巻第 1 号（2022 年 9 月末刊行）の編纂状況が報告された．改訂された投稿規定等も掲

載するとのこと． 

2) 2022 年 8 月 20 日現在の査読状況が報告された． 
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3) 2022 年 4 月 1 日～2022 年 8 月 20 日までの投稿件数が報告された． 

4) 2021 年 4 月～2022 月 3 月までの投稿採択率が報告された． 

5) 第 26 巻第 1 号特集号のテーマと日程が確認された． 

6) 第 27 巻第 1 号特集号のテーマと日程が確認された． 

2. 投稿論文に関する問題の報告について 

1) 投稿論文についての問題点とその対策が報告された．  

 

○企画委員会 

1. 第 4 回社会言語科学会シンポジウム（9 月 3 日（土））について 

1) ハイブリッド開催のための会場の下見を行ったことが報告された． 

2) 開催のための必要な備品を購入した旨，報告があった． 

3) 理事会メール審議の上，開催形態をオンラインに切り替えたことが報告された． 

4) 事前打ち合わせを実施したことが報告された． 

5) スチューデント・ワークショップの実施体制が報告された． 

6) シンポジウムの実施体制が報告された． 

7) 事前参加申し込みについて 293 名の申し込みがあったことが報告された．手話通訳の費用

はないとのこと． 

2.今後の活動について 

1) 第 4 回社会言語科学会シンポジウムが 2022 年 9 月 3 日（土）に開催される旨，報告があっ

た． 

2) 第 5 回社会言語科学会シンポジウムの準備状況について報告があった．  

3) 第 46 回研究大会での JASS カフェの準備状況について報告があった．  

 

○事業委員会 

1. 今年度の計画について 

1) 春の講習会について現状の報告があった．オンラインへの開催切り替えも視野にテーマを

検討し，理事会メール審議にてテーマの承認を得る旨が添えられた． 

2. クレジットカード決済について 

1) クレジットカード決済に関する検討状況が示された．  

 

○広報委員会 

1. 学会公式 SNS の実施状況について 

1) 活用状況が報告された．  

2. 秋発行の学会誌広告の応募について 

1) 第 25 巻 1 号の広告募集の結果が報告された． 

3. 社会言語科学会シンポジウム，スチューデント・ワークショップでの出店について 

1) 第 4 回社会言語科学会シンポジウムについて共催団体からの出店の依頼があった場合の対

応について，確認があった．オンライン化に伴い，今回は参加申し込みフォームに広報活
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動のリンクを作ることで対応するとの報告があった． 

 

○研究大会発表賞選考委員会 

1. 改訂版審査項目と評価方法について 

1) 第 47 回研究大会で，改訂版審査項目と評価方法について，審査員へアンケート調査を行う

予定であることが報告された．  

2. 研究大会発表賞に関する学会ウェブサイト表現の訂正について 

1) 学会ウェブサイト上の選考規定「2．選考の基準」について，表現の修正の必要があること

が報告された．  

3．3 月の審査プロセスの確認について 

1)第 47 回研究大会の審査プロセスに合わせたスケジュールの確認を行ったことが報告された．  

4. 研究大会発表賞の選考に関わる問題について 

1) 問題点およびそれに対する対応についての報告があった． 

 

【議案】 

1. 学会誌の完全電子化について 

1) 学会誌編集委員会における検討状況が報告された． 

2) ワーキンググループを立ち上げて検討することが決定された． 

2. 言語系学会連合 SNS チーム管理者の推薦について 

1) 推薦依頼があったことが報告され，対応について検討した． 

以上 
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